












トを紹介するために、あえて旧版のThe Wall Street Journalの紙面を紹介します。このウォール・
ストリート・ジャーナルアジア国際版は通常２部構成になっています。ひとつはフロントページに














































































（Mr. Powell, former U.S. secretary of state）、クリントン上院議員（Ms. Clinton, democratic
senator)、General Electric社の前CEOジャック・ウエルチ氏（Mr. Welch, former CEO of
General Electric)、アローヨ現フィリピン大統領（Ms. Arroyo, president of the Republic of the
Philippines) 、ハワード・オーストラリア首相（Mr. Howard, prime minister of Australia）など
こんな超大物が、という世界のビッグネームが奇譚のない見解をぶっつけてきます。このことひと
つとっても、いかにウォールストリート・ジャーナル紙が、世界中で大きな信頼と影響力を持つメ
ディアであるかうかがい知れます。
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世界中のメディアに引用されるReview and Outlook
しかし、世界中の大物の生の声が聞けることだけが、このOpinion欄を読み飛ばすことのできない
理由ではありません。このOpinion欄に掲載されている社説（Review and Outlook）の存在こそ、
このページを無視できない最大の理由です。社説は主にアジア・太平洋地域の経済、政治トピック
をとりあげ、独自の考察と論評を展開しています。そのクオリティの高さは、世界中のメディアが
こぞって、取り上げることからも明らかでしょう。ところで、本講座はウォール・ストリート・ジ
ャーナルアジア国際版を読みこなすためのものですが、よい英文を書くためのヒントや技も皆さん
にお伝えしていきます。ウォール・ストリート・ジャーナルアジア国際版の社説はその格好の教材
にもなるのです。なぜならば、よいライティングの絶対条件とは、Fact（事実）とcomment（意見）
を一緒にしない、ということであり、ウォール・ストリート・ジャーナルアジア国際版の社説は、
そのお手本とも言えるからです。Section2のMoney&Investmentはアジア・太平洋地域の15市場
をグラフで詳細に解説する一方、アメリカ、ヨーロッパの市況についても詳細な統計とデータを提
供しています。Money&Investmentが他紙の追随を許さないのは統計やデータの正確さだけではな
く、記者の綿密な取材による市場や企業を取り巻く環境変化を、興味深い記事にしてまとめている
ところです。それはHeard in Asia（アジアの街の噂）などのコラムをご覧いただければ、よくおわ
かりいただけるはずです。
読み方のルールなど実は要らない
おわかりいただけたでしょうか？つまり、結局、どの記事もInformative（インフォーマティブ＝
有益な情報満載）であり、truly worth reading（本当の意味で読む価値あり）なのです。
ウォール・ストリート・ジャーナルアジア国際版の読み方講座を始めるにあたり、このことは是
非皆様に知って頂かなくてはなりません。つまり、何を読んでも、どこをどう読んでも、それは読
者の皆様にとって有益なresource（血肉）となるということです。
2005年は二人のピューリッツア賞受賞者が誕生
ピューリッツア賞（Pulitzer Prize）といえば、ジャーナリズム最高の栄誉とされる賞です。世界
のジャーナリズムにおけるウォールストリート・ジャーナル紙のクオリティの高さは、これまでに
29人の記者がピューリッツア賞に輝いていることからも、すでに証明済みです。その賞を今年、ま
たもやウォールストリートジャーナル紙の二人の記者が受賞しました。（本紙４/６/05号報道）受賞
者の一人女性記者エミイ・ドクサー・マーカス氏（Amy Dockser Marcus）は増えつつあるガン克
服者たちの問題を取り上げ、高まりつつあるガンの生還者に対する心身両面でのニーズにスポット
当てた連載でこの賞を受賞しました。もう一人の受賞者ジョー・モーゲンスターン氏（Joe
Morgenstern）は、その優れた映画評論で批評部門（criticism）のピューリッツア賞を受賞してい
ます。これで、ウォールストリート・ジャーナル紙のピューリッツア賞受賞者は累計31人となりま
した。この数は世界のジャーナリズム界の金字塔といえるでしょう。特筆すべきことは、ウォール
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ストリート・ジャーナル紙は過去においても世界トップレベルのメディアであったのみならず、現
在もそのレベルと質を維持しているということです。今回新たに二人のピューリッツア賞受賞者を
輩出したことが、このことを雄弁に物語っています。読者の皆様は、是非自分の目でこのウォール
ストリート・ジャーナルというメディアのすばらしさを実感して頂きたいと思います。紙幅の関係
で触れませんでしたが、ウォールストリートジャーナルアジア国際版には、週一ベースで、レジャ
ーや実用情報が満載のWeekend Journal, キャリア情報や仕事に役立つ情報が満載のPersonal
Journalも皆様のお手元に届きます。これらについては、また別の機会に触れたいと思います。
次回、第３回目はいよいよ、読み方の実践編にはいります。
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